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再生普及行動計画ワーキンググループの経過報告  

 

2006年３月３日 
 
 

４月 25日 
 

 
 

5月 9日 
 

第６回再生普及小委員会 開催 

 第８回行動計画ワーキンググループの経過報告 

 

第９回再生普及行動計画ワーキンググループ 開催 

「ﾜﾝﾀﾞｸﾞﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2005」報告書（案）の検討 
「ﾜﾝﾀﾞｸﾞﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2006」の検討 
 

第 10 回自然再生協議会 開催 

再生普及小委員会の活動報告 

5月 11日 
 

        
 

5月 11日 
 
 

５月～ 
 
 

 
 

６月 30日 
 
 

11月 9日 
 
 

 
 

12月 21日 
 

 
２月～ 

 
2007年 3月 8日 

 

第 7回再生普及小委員会 開催 

「ﾜﾝﾀﾞｸﾞﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2005」報告書の承認 
「ﾜﾝﾀﾞｸﾞﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2006」の承認 
 
「ﾜﾝﾀﾞｸﾞﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2006」公開 

「ﾜﾝﾀﾞｸﾞﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2005」報告書の作成・配布 
 
ワーキンググループ事務局としての作業 
・保全・再生を意識していない取組みの掘り起こし 
・「ﾜﾝﾀﾞｸﾞﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2006」実施状況の把握 
・「ﾜﾝﾀﾞｸﾞﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2006」実施状況とりまとめ 

 

「ﾜﾝﾀﾞｸﾞﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2005 報告書お披露目座談会」開催 

※ 交流プラザさいわい 303号室にて、実施者中心に 25名が参加
 

第 10 回再生普及行動計画ワーキンググループ 開催 

「ﾜﾝﾀﾞｸﾞﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2006」中間報告と報告書案について 
「ﾜﾝﾀﾞｸﾞﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2007」の募集について 
「ﾜﾝﾀﾞｸﾞﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ知名度調査アンケート」について 
 
第 11回自然再生協議会 開催 

 再生普及小委員会の活動報告 
 
「ﾜﾝﾀﾞｸﾞﾘﾝﾀﾞ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 2007」募集開始 
 
第８回再生普及小委員会 開催 

 第 10回行動計画ワーキンググループ経過報告 

 

資料１―１ 



氏名・団体名 取組み概要 No

ウッディホテル＆レストラン
夢工房★

施設利用者に、湿原周辺での自然の楽しみ方を伝えます 1

ＮＰＯ法人トラストサルン釧
路

トラスト地におけるボランティア作業の受入れを行います 2

御菓子司　二幸★ 「湿原まんじゅう」を販売します 3

株式会社 FMくしろ ラジオ番組「ゆうゆう釧路湿原塾」を毎週放送します 4

株式会社　北都 管理地「山崎山林」にて視察や研修ツアーの場を提供します 5

湿原流域の水辺において体験型環境教育を行います 6

カヌーで達古武湖の清掃を行います 7

各施設で自然再生事業を紹介する展示を行います 8

環境省の自然ふれあい行事で、自然再生事業をPRします 9

協同組合日専連釧路★ 「日専連釧路フィッシャーマンズカード」を発行し、利用額の一部を寄付します 10

湿原観察会を実施します 11

ホームページによる釧路湿原の情報を発信します 12

湿原に関するニュースレターを、英語版と日本語版で発行します 13

技術委員会による研究活動を行います 14

ＪＩＣＡ研修を行います 15

釧路、厚岸、霧多布の湿原とオーストラリアの湿地が姉妹提携し、情報、人的交流等
を実施します

16

「湿原 ほたる講座」において、親子でほたるについて学習した後、温根内にて観察を
行います

17

「いきいき女性講座」において、釧路湿原の動植物の生態系や湿原の果たす役割など
を学習します

18

「まなぼっとお達者塾『いきがい新発見』」において、ノロッコ号に乗って釧路湿原
のすばらしさを実感し、自然の大切さを再認識します

19

「まなぼっと子ども探検隊」において、子ども達に自然体験をしてもらいます 20

クリーンウォーク・観察会を開催します 21

「1/4ウォーク」を開催し、釧路湿原国立公園周辺約80Kmを廻ります 22

ワンダグリンダ・プロジェクト２００６ 進捗状況（一覧）

釧路市生涯学習センター

環境省　釧路自然環境事務所

　2006年度当初は、22団体(個人)40取組みでスタートし、前回の小委員会後、新たに９団体（個人）９取組みが加わり
ました。　→全部で31団体（個人）49取組みになりました。
　
　新たなメンバーは、以下９団体（個人）です。
　○ウッディホテル レストラン夢工房　○御菓子司 二幸　○釧路湿原塾　○釧路湿原MTBクラブ
　○笹本由文　○日専連釧路　○村田　郁　○達古武オートキャンプ場
　○北海道森林管理局釧路湿原森林環境保全ふれあいセンター

　新規メンバーは、団体・個人名の欄に「★」で表しています。２月現在、３１団体・個人　４９取組みになります。

環境コンサルタント株式会社

釧路湿原国立公園ボランティ
アレンジャーの会

釧路国際ウェットランドセン
ター

資料１－２



湿原に関する情報を毎月紙面で発行します 23

ホームページによる釧路湿原の情報を発信します 24

「釧路湿原こどもレンジャー」事業を実施します 25

温根内ビジターセンターと塘路エコミュージアムセンターで行われるプログラムの情
報共有と施設間の連携を図ります

26

釧路湿原塾★ 森林再生事業をテーマに講演・植樹・視察等を行います 27

釧路湿原ＭＴＢクラブ★ 湿原周辺でツーリングを行い、ＭＴＢでの自然の楽しみ方を広めます 28

釧路新聞社・釧路町観光協会 釧路湿原コンサートを開催します 29

国土交通省北海道開発局釧路
開発建設部

「釧路湿原川レンジャー」を募集し、活動を行います 30

国土交通省北海道開発局釧路
開発建設部・（財）日本生態
系協会

「くしろ環境スクール」受講生で活動を行います 31

施設来訪者へのタンチョウの解説とスライドショーを行います 32

タンチョウティーチャーズガイド講習会を実施します 33

自然保護を目的とする学生組織「F・Aネットワーク」と協力しワークキャンプを実施
します。

34

釧路湿原の魅力、歩き方に関する情報を発信します 35

旅を通じて自然の美しさや大切さを、自然に感じられるような釧路湿原の情報発信を
します

36

笹本　由文★ 鶴居村の私有地に、広葉樹を植樹し、緑溢れる広葉樹林を再生します 37

太平洋総合コンサルタント株
式会社

湿原に関する環境教育を実施します 38

法政大学経済学部西澤ゼミナール
有志＋明海大学経済学部 黒川哲
治

ゼミにおいて釧路湿原自然再生事業を調査・研究し、政策の提案をいたします 39

北海道標茶高校 農家や各産業と連携した検討会や環境学習会を実施します 40

「じゅう箱のスミ」を媒体に、湿原再生の取組みやそこに関わる人々の姿をわかりや
すく楽しく市民に発信します

41

「釧路湿原“音”探検」を実施します 42

無藤　雅美 湿原と名のつく美味しいものを食べに行き、その情報を広めます 43

村田　　郁★
地球環境論文に、釧路湿原の現状とこのプロジェクトについて書き、多くの人に知っ
てもらいます

44

林野庁北海道森林管理局釧路
湿原森林環境保全ふれあいセ
ンター★

自然再生予定地で、自然再生学習会・植樹体験を開催します 44

協力

小川　幸子 釧路湿原をイメージした紙人形の展示をします 46

北島　万鈴 釧路湿原周辺施設にて、演奏（釧路湿原をイメージしたオリジナル曲）の協力をします 47

達古武オートキャンプ場★ 写真・パネル展等の展示、観察会の集合場所としての活用をしてもらいます 48

細岡ビジターズラウンジ 写真・パネル展等の展示場を提供します 49

計 ３１団体(個人) ４９取組み

さとぽん（管理人ハンドル
ネーム）

財団法人日本野鳥の会 鶴
居・伊藤タンチョウサンク
チュアリ

ボランティアネットワーク・
チャレンジ隊

釧路湿原国立公園連絡協議会



協議会

意見交換会等を実施します 50

各種イベント時において自然再生を紹介します 51

各種情報誌での掲載を行います 52

釧路湿原ガイドブックの販売を進めます 53

自然再生協議会ホームページにて、協議会関連情報を発信します 54

自然再生に関わる印刷物の作成・発行をし、配布します 55

自然再生に関わる講演会等を実施します 56

自然再生に関わる視察・研修等の受け入れ・協力を行います 57

自然再生に関わるパネル展など企画・実施します 58

地元新聞社への情報掲載依頼等を行います 59

ホームページ「普及行動計画ワーキンググループ通信」にて、湿原に関する話題等を
提供します

60

自然再生協議会への協賛や寄付金を募ります 61

釧路湿原自然再生協議会



ワンダグリンダプロジェクト２００６報告書（案）について

○１取組みに付き１枚の報告フォーマットに記入
　→昨年度は実施内容のスペースの増減が可能だったため、今年度は統一フォーマットを使用します。
　　また、画像についても解像度等を指定し、見えにくい画像をなくすよう配慮します。
○本年度中に全ての取組み報告を作成し、来年度早々に、報告書としてまとめる予定です。

釧路湿原自然再生普及行動計画　２００６年度具体的取組み

＜報告フォーマット（例）＞
団体(個人)名  　釧路国際ウェットランドセンター（KIWC)

団体(自己)PR 　　ラムサール条約の理念に基づき、釧路地域の自然・人的資源を活用した国際協力・
普及啓発活動を展開しています。　　　　URL　　　http://www.kiwc.net

取組み           湿原観察会を実施します。

ねらい           双方の湿地保全に関する技術や知識を交換し、姉妹湿地の保全と賢明な利用を促進させること
を目的としています。

湿原エコツアー「湧水と遺跡からみる釧路湿原」
　　　日時：　2006年12月10日（日)　11：00～16：00　　　天候：　雪のち晴れ
参加人数：　21名　　　場所：　細岡展望台周辺
内容：　細岡地区の遺跡・湧水の見学と周辺の自然観察
・周辺林からの湧水が湿原に流れ込んでいる場所で、湧出量や水温の測定を行いました
・また、縄文時代の遺跡にも足をのばし、竪穴式住居や貝塚を見学しました。釧路湿原が大きな汽水湖だった当
時の人々の暮らしを皆で想像してみました。
・最後に細岡ビジターズラウンジから温かい緑茶のサービスをうけ、「湿原の水」を味わいました。

世界湿地の日記念「冬のエコツアー」
日時：　2007年2月3日（土）　10：30～15：45　　　天候：晴れ　　　参加人数：　25名　　　場所：　塘路湖畔
内容：　SL「冬の湿原号」の乗車体験、塘路湖畔での自然観察と湖で水揚げされたワカサギの試食など。
・ SLで釧路－塘路を移動し、車窓から釧路川の蛇行の様子や、冬の湿原の風景を見学しました。
・ 塘路湖畔の高層湿原では、ハンノキやミズゴケ湿原の植物などの冬越しの様子を観察しました。また、湖周辺
の林にて、アオサギのコロニーの見学や野生動物の痕跡探しなどを実施しました。
・ その後結氷した湖上に出て、御神渡りや湖畔湧水の観察を行いました。
・ また、塘路湖産ワカサギの試食や塘路湖エコミュージアムセンターによる氷の観察なども実施しました。
・ 周辺林から湖に流入する湧水や氷の観察、またこれらの水環境で育まれた魚を実際に味わい、今年の世界
湿地の日のテーマ「漁業における湿地の役割」について五感をフルに使って学習しました。

主催者の感想　　2回とも寒い時期の野外活動中心のツアーでしたが、参加者は皆好奇心旺盛で元気一杯でし
た。普段見すごされがちな場所に「湿原の魅力」を発見する楽しさを感じてもらえたのではないかと思います。お
茶やワカサギ試食などの「味覚による釧路湿原体験」も大変好評でした。

※画像については、タテ50mm×ヨコ60mm、解像度300dpi/inchの画像、またはモノクロでボリューム200K程度の
画像1～２枚を、こちらにレイアウトせずに添付ファイルにて別送ください。

再生普及行動計画ＷＧ事務局

資料１－３



釧路湿原自然再生普及行動計画　２００６年度具体的取組み

＜報告フォーマット（例）＞
団体(個人)名    釧路湿原ＭＴＢクラブ　　　沢田　正雄

団体(自己)PR 今もっともエコロジーで、環境に優しい乗り物であるＭＴＢ（マウンテンバイク）で
釧路湿原周辺の廃道や林道でのツーリングを行います。

取組み 春に湿原の丘陵地の林道から山道をつないで走り、一日で湿原一周１００kmにチャレンジしま
す。　　　冬用タイヤを履いて雪の山道を走ります

ねらい マウンテンバイクのタイヤから伝わる自然を楽しみ、自然を体で湿原を感じる事で湿原の素晴らしさや
変化を感じとってもらいます。

実施内容
＜湿原一周１００キロ＞
2006年5月28日に開催。
中学１年生、高校１年生を含む釧路湿原ＭＴＢクラブのメンバー６名が参加。
朝の６：００に湿原大橋をスタートし左岸堤防を走り、午後５：００に右岸堤防からゴール地点で１００キロ。
ルートは岩保木山～細岡展望台～コッタロ展望台～岩井内展望地～山﨑岬～鶴見台～温根内を廻る。
展望地の場所が変わると見る角度が変わり釧路湿原を眺める景色もいろいろ変化する。
各展望地からの美しい景色が、走り続けて疲れた体を 癒してくれる。
毎年走るとハンノキの広がりや植生の変化、去年と変わらぬ自然も確認、自然の安らぎ大切さを体感。
１日走り続け１００キロを完走した時は疲労感を忘れさせるほどの達成感と充実感で満ちあふれます。

＜冬のマウンテンバイク＞
2007年、　1/14、1/21、1/28、2/11に実施。
ＭＴＢ専用の冬用タイヤ（ピン付き）を装着し、林道の圧雪路面を安全に走る。
ねらい---冬の雪の時期でもＭＴＢを楽しめる事を体験してもらう。
場所は塘路周辺や山﨑山林の林道。
釧路湿原ＭＴＢクラブのメンバーでのツーリングや山﨑山林でのツアーを実施。
時間は９：００～１３：００。寒さが厳しいため午前で終了させる。
スノーシューとコラボレーションして楽しむ企画も実施。
参加者達はみな、上手に乗りこなし冬のＭＴＢを満喫していました。

主催者の感想
釧路周辺はＭＴＢに適した楽しいフィールドが沢山あるけれど、釧路市民はＭＴＢクラブの活動にあまり興味を示
してくれませんね。こんなに素晴らしい自然があるのに。ＭＴＢの普及ためアピールを続けます。

※画像については、タテ50mm×ヨコ60mm、解像度300dpi/inchの画像、またはモノクロでボリューム200K程度の
画像1～２枚を、こちらにレイアウトせずに添付ファイルにて別送ください。

再生普及行動計画ＷＧ事務局



釧路湿原自然再生普及行動計画　２００６年度具体的取組み

＜報告フォーマット（例）＞
団体(個人)名　　　　　　　　　　　　　　　笹本　由文

団体(自己)PR　       １００年後を楽しみに、焦らず、極力人工的な手を加えず、自然な自然再生を目指します。

取組み 山林を購入、裸地には苗木を移植して自然再生をします。また６．３ヘクタールのこの「ミニ釧路湿
原」にどれだけの種類の植物が生えているのか、植生調査をしたいと思っています。

ねらい この山林は尾根部分と湿原部分があって、湧水が数箇所から大量に出ていて、小さいながらも大
変変化に富んだ土地です。過去に植林をされたことがないので、多種多様な植物が生えていて、まるで「ミニ釧
路湿原」のようです。苗木の移植は部分的な最小限に留めて、多種多様な自然発芽樹木を大切に育てたいと
思っています。

実施内容

主催者の感想　　　　樹木の生育を楽しみにしています。　地元山林所有者の方々が積極的に自然林再生プロ
ジェクトに参加されることを期待します。

※画像については、タテ50mm×ヨコ60mm、解像度300dpi/inchの画像、またはモノクロでボリューム200K程度の
画像1～２枚を、こちらにレイアウトせずに添付ファイルにて別送ください。

再生普及行動計画ＷＧ事務局

・２００３年5月　　　土地購入
・２００４年５月　　　作業道具置き場として、ユニットハウスと物置を設置。
・２００４年８月　　　湿地保護のためにmy木道を作成。
・２００５年　　　　　　村有林道工事で周囲が裸地になる。
・２００５年８月  　　お客様（泥棒さん）がチェンソー、草刈機、発電機、缶ビール、カップラーメ
ン等多数お持ち帰り。　笹の下刈り中大きなスズメバチに襲われて２箇所さされ、診療所へ駆
け込む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その後も１０月、１２
月、翌年５月と行く度にお客様に鍵を切られていた。
・２００６年８月　　　裸地に苗木の試験移植。
・２００６年１２月　　株立ち樹の一部間伐実施。
・２００７年５～８月　裸地部分移植予定。
・２００８年～　　　　植生調査開始。



資料１－４ 

釧路湿原自然再生普及行動計画 

『ワンダグリンダ・プロジェクト 2007』募集概要 

１ 募集期間 
2007 年２月 19 日（月）～３月 16 日（金）（１ヶ月） 

  （年に一回期間を決めて募集することで集中的に関心を高め、その後の応募問い合わせについては、時期を問わず、随時受け入れ

を行う方針としたい。） 

２ 広報について 
チラシ作成（1500 枚） 

    各市町村の公共施設（コミュニティーセンター、図書館、観光施設等）←市町村役場に協力を

あおぐ。 
FM くしろ・NHK・HBC にて広報依頼 
「じゅう箱のスミ」掲載 
新聞掲載依頼（北海道新聞・釧路新聞 他） 
北海道環境財団の情報 ML 掲載 
ホームページ掲載（WG 通信、協議会 HP、釧路自然環境事務所） 
各市町村発行の広報誌に掲載 
★ML「ワンダグリンダ☆ニュース」掲載 
★校長会にて PR・・・前回案は出たが、タイミングが合わず未実施。今回年度内に実施予定。 

 
３ 応募方法 
  WG 事務局に電話かメールで応募用紙送付を依頼 

→記入後、WG 事務局に送付（メール、ファックス、郵送のいずれか） 
→WG 事務局で内容について応募者に確認（電話、ファックス、メール等） 
→〆切後、WG・小委員会にて承認後、応募者に「2007 年度～」として公開されることを通知 
→公開 

 
４ 連絡先 
 釧路湿原自然再生協議会 再生普及行動計画ワーキンググループ事務局 
 TEL 56-4646 FAX 56-2267 
 〒084-0922 釧路市北斗 2-2101 釧路湿原野生生物保護センター内 
 e-mail  fukyu@kushiro-wetland.jp 
 
５ その他 
 募集の方針：「釧路湿原自然再生」の普及に貢献する活動であれば、地域を問わず受け入れる。 
 



 
 

『ワンダグリンダ・プロジェクト知名度調査アンケート』 結果報告 

・実施日時 2006 年 8 月下旬 
・実施場所 ジャスコ（地元の人々）JR 釧路駅前（旅行客）温根内 VC（自然に関心がある） 
・実施人数 ジャスコ・JR 釧路駅前（各 50 名）温根内 VC（30 名）計 130 名 
・実施対象 10～70 代の男女 
 
Q１．「釧路湿原自然再生協議会」を知っていますか 

 
 
 
 
 
 
 
 
Q２．「釧路湿原自然再生全体構想」を知っていますか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q３．「ワンダグリンダ・プロジェクト」を知っていますか 
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資料１－５ 



 
 

 
⇒「ワンダグリンダ・プロジェクト」について説明をし、今後の参加意志を尋ねると… 
・ 事前に情報が入手できれば、参加してみたい 
・ 時間が合えば、ゴミ拾い位ならしても良い 
・ 全く興味がないので、今後も参加するつもりはない 等 

 
Q４．最近、釧路湿原に意識的に足を運んでいますか 

 
 
 
 
 
 
 

⇒行かない理由 
・ 一度行けば充分だ 
・ いつでも行けるので、敢えて行こうと思わない 
・ 小さな子供がいると行けない 
・ ただの通り道だから 等 

 
Q５．釧路湿原を（環境を）守るために何かしていますか 

   

   

   

   

   

 

 

⇒具体的に何をしていますか 
・ ゴミの分別をきちんとする 
・ 節水、節電を心掛ける 
・ 買い物にマイバッグを持参する  等 
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アンケート対象者情報

■性別

■年齢

■住所
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釧路市 釧路町
鶴居村 標茶町
弟子屈町 その他（道内）
その他（道外）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トイレのあり方検討会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



釧路川におけるトイレのあり方検討会

報告書

平成１９年２月
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第1 トイレのあり方検討会について

１ 設置目的

本検討会は、「釧路湿原の河川環境保全に関する検討委員会における湿原利用小委員会」によ

ってまとめられた「釧路湿原の河川環境保全に関する提言」（平成１３年３月）を引き継ぎ、提

言にある「湿原利用マナーの共通認識」の醸成、特にカヌー利用者の「トイレ問題」について検

討するために設置された。

検討会は釧路湿原自然再生協議会再生普及小委員会の中に設置され、関係行政機関をメンバー

として、カヌー利用（トイレ設置の必要性）のあり方を検討する他、アンケート調査及び現地調

査も行った。

以上の調査・検討結果を本資料としてまとめ、小委員会への報告書とする。

２ 検討課題

検討課題は前述「釧路湿原の河川環境保全に関する検討委員会における湿原利用小委員会」の

検討を引き継ぎ次の5点とした。

（１）既存トイレの設置状況

（２）カヌー客の入り込み

（３）トイレ設置の可能性

（４）携帯トイレの可能性

（５）山岳トイレについての検証

第2 検討会開催状況

上記第1の２の課題を検討するために平成１５年から検討会を４回開催し、２回の現地調査を実

施した。

各検討会の主な検討内容は１～５のとおりとなっている。

なお、現地調査に関する項目にはその結果についても概要を記載してある。

１ 第１回検討会（平成15年３月）

検討内容

・検討会の設置目的、検討結果のとりまとめ方法等、基本的事項についての確認

・調査は次の５項目について行う

①既存トイレの設置状況

②カヌー客の入り込み

③トイレ設置の可能性

④携帯トイレの可能性

⑤山岳トイレについての検証



２ 第２回検討会（平成16年３月）

（１）報告内容

①アンケート調査結果（Ｈ１５年８月実施） ※詳細は資料１

a.平成15年度年間利用者数8,672人

b.年間利用者数、ピーク時１日当たりの利用者数の状況

・釧路湿原（塘路湖、細岡）発着地点の利用者が全体の３分の２

・釧路川上流部（源流、美登里橋）も湿原に次いで多くの利用がある

c.カヌー乗務時間：平均２時間（最短１時間30分、最長３時間30分）

d.既存トイレの利用状況

・「知っていて利用する」 ：半数からそれ以上

・「知っていて利用しない理由」：「営業区域外」が最も多く

次いで「不便、近くにない」「汚い」

・トイレが近くにない発着場では、「野外で排泄」が約３割、

・トイレまで我慢」が同程度

e.トイレ設置の必要性

・細岡、岩保木水門では「設置すべき」「設置した方がよい」がやや優勢

・その他６カ所では設置の「必要はない」の方が多い

d.トイレがない発着地点での対応

・「乗船前に場所をおしえる」が最も多い

・次いで「連れて行く」「聞かれたら案内」「案内標識を設置」の順

f.維持管理

・行政で負担が約５割

・利用者負担が約２割

（内訳：有料トイレ、ツアー料金に上乗せ、事業者等関係者で共同負担）

②現在設置されているトイレの実態調査結果（H15年5月実施） ※詳細は資料2

設置場所、管理者、トイレ台数など実態の詳細を調査し、検討会に報告した。

（２）検討内容

アンケートの結果を受けて次のとおり検討の方向性をまとめた。

①当面はトイレの新設は行わず、既存のトイレの活用を推進する

②トイレを設置した場合のメリット・デメリットを整理する

③トイレの設置場所等の情報をカヌー利用者に周知する方策に取り組む

※このうち③については平成１６年度に釧路開発建設部がとりまとめ役となりカヌーガイド（「釧

路川保全と利用のカヌーガイドライン」釧路湿原自然再生協議会発行（以下、カヌーガイド））

を作成した。（資料３）



３ 第３回検討会（平成１８年４月）

（１）検討内容

・第２回までの検討内容の再確認

（２）検討結果

トイレの必要性について、アンケート調査結果からは強い設置希望が感じ取れなかった。

これは小委員会での議論と食い違うところであり、後日検討委員により次の2点に着目した現

地調査を実施することとした。

①既設置のトイレの利便性について

②利用者が最も多い塘路～細岡間で、実際にカヌーを利用して利用者の気持ちを理解する

４ 現地調査（平成１８年６月）

（１）調査内容

・カヌーガイドに記載されているトイレの利便性について現地調査した。

＊調査箇所：釧路川源流から岩保木水門まで

（２）調査結果 ※詳細は資料4

結果は、全体として新設を急ぐ必要がある箇所はないと感じられた。

ただし、一部問題があると思われた箇所は次の3箇所であった。

①釧路川源流（屈斜路コタン公衆便所） ：カヌー発着箇所からトイレまでの距離が遠い

②カヌーポート摩周（道の駅「摩周温泉」）：トイレまでの案内が不十分

③カヌーポート細岡（JR細岡駅） ：トイレの規模が小さい

※現地では４，５人の事業者（カヌーガイド）と出会い、その場でインタビュー調査をしたが、

ほとんどのカヌーコースの所要時間は２時間未満であり、またトイレは事前にすませておく

などの対応をしているということで、特に問題はなかった。

５ 第４回検討会および現地調査（平成１８年８月）

（１）調査内容

・釧路川の中で最も利用者が多い、塘路（塘路野営場出発）～細岡間のコースを実際にカヌー

で下り調査を行った。（男性10名、女性2名）

（２）調査結果

・おおむね２時間くらいのコースであったが、事前に塘路野営場トイレで用を足していたこと

もあり、特にトイレには困らなかった

・細岡カヌーポートの周辺に排便の跡などは見つからなかった

・JR細岡駅のトイレまでの案内板がなくわかりづらかった

※トイレの設置管理者は釧路町であり案内板の設置は可能

・JR細岡駅のトイレは規模としては小さいと感じられた

ただし、通常カヌー下りをする場合、到着箇所には車を置いてあるので、細岡ビジターセン

ターや他のトイレを活用することで問題は解決すると思われる。



６ 第５回検討会（平成１９年２月）

（１）検討内容

小委員会への報告書作成について

（２）検討結果

・報告書には、「検討会について」、「検討会の開催状況」、「検討結果」に加えて、「検討会が出

した結論」をまとめとして記載し、小委員会委員の議論の参考にしてもらう

・まとめの内、検討会の意見を記載した部分について、検討会で現地調査した結果では一部トイ

レやカヌーポートに問題があると感じられたところがあったが、「早急な対策は必要ない」と

の結論になった。

・検討会設置当初と現在とでは、業者間意思疎通や、自然に対する意識など状況が変化している。

検討会としてはそれらを総合的に考慮し、施設の新設や改築などの対策は必要ないと判断する。



第３ 検討会における検討結果

第2の検討及び調査をふまえ検討結果を次のとおりまとめる。

一部には前述の現地調査結果と重複する記述があるが了承されたい。

１ トイレの設置について

利用状況アンケートと現地調査結果を勘案しても、著しく不便となるような場所はなかった

ことや、検討会で実施した現地調査結果をふまえ、緊急にトイレを設置する必要はないとの意

見が大半を占めた。

その理由としては、トイレの問題については事前に用を足しておけばほとんどの場合解決さ

れるであろうということである。

実際、現場にいた業者に話を聞くと、出発前に乗船時間や下船してからもすぐにはトイレが

ない旨を客に伝えて、乗船前にトイレを済ませておくことにより、２時間程度のコース（例え

ば塘路湖～細岡）では必ずしもトイレが必要ではないそうである。

検討の中では、逆にサービスを優先しトイレをあらゆる入川箇所に設置した場合、自然を楽

しむために来た人が、施設が乱立している様を見苦しく感じることも考えられ、自然の中に節

操なく人工的造形物があることによる景観悪化の方がむしろ有害であるという意見もあった。

２ その他の方策について

（１）携帯トイレの利用について

山岳地で排便の問題が検討された際に道による携帯トイレの配布が実施された。

現在は道による配布は実施していないが、一部の登山ガイドがツアー参加者に配布している。

道では携帯トイレの配布にあたってその利用（回収）について調査したが、設置した回収ボ

ックスに投棄された携帯トイレは配布した数の内数％にも満たなかった。

これについては、回収ボックスに投棄せず、近隣トイレや自宅などに持ち帰り処理したこと

も考えられるが、その分を差し引いても利用率はかなり低いものと考えられる。

アメリカなどのアウトドア先進国では、登山やカヌーツーリングの際、携帯トイレの利用を

強く義務付けている場合があるが、日本においてはそのようなルールが根付く状態には至って

いないことを示唆している。

（２）山岳トイレについて（資料５）

道では山岳トイレの維持管理のため、一部のトイレにチップ制を導入した。しかし、その成

果は管理費の半分を補うぐらいの金額にとどまった。

チップ制により管理費の負担が軽減できることは明らかとなったが、今後老朽化した際の建

て替え費用、管理コストの上昇、利便性などのサービス向上の要望があがる可能性を考えると、

チップ制による使用料徴収で十分な費用を確保できるとは言えない。



第4 まとめ

今回の検討結果を以下のとおりまとめる。

１ 利便性と自然性

観光を主要産業にしている北海道で汚いトイレしかない、あるいはトイレ自体がないという

のは問題である。いつでも快適に用を足せるトイレがあれば、トイレに行きたいのに見つから

なくてつらい思いをしたり、他人が用を足した跡を見ることがなくなるなど不快な思いをする

ことはなくなり、観光客の釧路湿原に対する印象も良くなるだろう。

また、釧路湿原の場合、排便のため湿原内に立ち入ることが、タンチョウの営巣に悪影響を

与えると危惧する声もある（資料６）。

しかし、自然を楽しむためにアウトドア体験をしている者が優先することは、環境に対する

負荷の軽減か、「日常の生活レベルを基準とした同等の利便性」か、どちらであろうか。

釧路川という大自然を享受するために来たのに、あちらこちらでトイレなどの人工物が視野

に入ることで幻滅する者が少なからずいるのではないか。トイレ問題については、その設置が

解決への近道とは一概には言えないのではないかと考える。

オートキャンプ場のように環境が整ったアウトドア初級者用の場所がある一方で、不便さを

甘受することも楽しみのひとつと考える「アウトドア中上級者向け」の場所を確保することで、

多様な環境を維持し観光産業の発展にもつながるのではないか。

２ 費用対効果

トイレの設置や設置した後の維持管理も重要な課題である。トイレの設置には多額な費用（一

式数千万）や維持管理費（毎年１００万円以上）が必要となり、また、１０年も経過すれば改

築や修理などが必要となる。

加えて、北海道の観光地が共有する問題であるが、夏季を中心として利用者が集中すること

を前提とした施設は過剰な投資を前提としている。

３ カヌー利用者のマナーの向上

事業者の率先した取り組みを浸透させることや、個人利用も含めたカヌー利用者の倫理観を向

上させることにより、問題を解決することはできないか。

○カヌー業者が既に実施している対策

①事前にトイレに行っておくことを徹底させる

②ツアー中は水分採取を少なくするなどトイレの回数を減らす努力を怠らない

③緊急時に備えて携帯トイレを用意する



４ 検討会の意見

装備や知識・経験が無くても自然を楽しめるのが現代のアウトドアの特徴となっているが、ト

イレが足りないから即設置というように安易な方向に走るのではなく、自然を利用する際の不便

さを楽しむ余裕や、利便性を高める施設が必要条件ではないことを認識してもらうことが先決で

はないか、という意見が検討会の一致した意見である。

人間にとってのみ快適な環境を作り出すのではなく「自然を利用させてもらっているという」

謙虚な考えを持ち湿原の利用に関するルールを今後議論していくことが必要と考える。

なお、検討会の最終的な結論と今後の対策について次のとおりまとめる。

＜検討会結論＞

（１）トイレを設置しない

「釧路川保全と利用のカヌーガイドライン」を配布したことによってトイレの場所が周知

された。

また、検討委員による２度の現地調査の結果、現状においてはトイレが必要不可欠かつ緊

急に設置を要するような場所はなかった。

さらに、カヌーは車で移動するものなので、必ずしもカヌーポートにトイレがある必要は

ない。

≪個別課題の整理≫

①カヌー発着場からトイレまでの距離が遠い

→カヌー利用者は車で訪れるため、多少離れたトイレでも利用することが可能なため

カヌーポートへの新設は不要。

②トイレまでの案内が不十分

→カヌーガイドラインや案内看板など、周知方法の改善が必要な箇所については順次

対応していく。

③トイレの規模が小さい

→カヌー利用者は車で訪れるため、混んでいれば他のトイレまで移動することもでき

る。よって、カヌーポートへのトイレの新設や改修は不要。

（２）今後必要と思われる対策

１）湿原利用のマナー向上のため普及啓発を実施

第一に必要なことは、湿原利用のマナーをカヌー利用者等に徹底することである、と考

える。

例）カントリーコード（資料７）の作成

２）今後必要と思われる対策

カヌーガイドラインの発行でトイレ等の場所を周知できたことにより、湿原利用のマナ

ーは改善されている。

このことから、今後利便性を高める対策を講ずる際には、自然環境への配慮を優先した

うえで、関係機関及び団体が公共の利益を考慮しすすめことが必要である。

































釧路川及び釧路湿原におけるトイレ一覧  
施  Ⅸ  王Ll  

処分  年間軽費（千円）  

男 女  t 担  制限  周辺三貴棟  他建物  構造  †亘久 性  水  t 気  輸送 手段  方式  

利用の 容易さ   名称  カヌー 利用書の    カヌー 発着地点 までの 距離 （ 
搬出 方法  処分 方法   清掃頻度 （回）  

八一   
遁   補修   

屈斜路］タン   0   公衆便所  5∞  町  町  Hl  8．909  0  4  2  1  0  簡易 水洗  無 料  無  利廟鱒股敷地内  卓独  コンクリート ブロック  恒久  上水道  商 用  権近 一般 土；書  貯留二 ，汲鱒  処理施設搬出  八1ユーム カー  2／年  ー／2；3  188  5ま  228  255  87  

暖帯温泉  
観光奥内肝  ヱ0  町  町  H2  18、580  0  3  2  3  0  水洗  88．500    2．130  8／1丁    ホ 料  無  利用施蚊敷地内  同じ様  木造  恒久  上水道  商 用  ⊥般 車道  ■独式 浄化槽  処理施設搬出  ハ‘キューム カー  2／年  2 ／日  113  1〕1  240    158  298  

（遭の駅）   

Ⅶ；王1鷺   ○  町  日汀  
カヌーホーート  
t士朗   ○  町  町  

標茶町  
鳩路野営場  ○   50  連   －「′主  3／年  2 ／年  30  †8  48    150    240  

振興会）   0  4  3  4  ■  水洗  3．400  1．000  200  8／上  50  無 料  無  利用施設敷地内  単独  木造  恒久  上水準  簡 用  権近 一般 車道  合併式 浄化槽  処理施設搬出  ハーキューム カー  
毎日  15  71  塘路湖 エコミューリアム セント  △  2 （湖岸沿い に野営■ まで）  王ヨ境省  環旗省  H9  393．884  0  3  ■  3  ■  水洗  18．570  0  410  8／23  0  無 凹  無  利用施設敷地内  同じ様  木造  恒久  上水道  商 用  一般 車道  下水道  ・下水道  

元村ハウス  
ぱ息   

△   2  

細岡駅  
（細岡観光  3∝）  JR  町  H5  0  0    0  汲取  無 料  ■  利用施l受敷地内  同じ鱒  木造  値久  湧水  商 用  一般 車道  貯留・ 汲取  処理施設搬出  ハ●キューム カー  1／年  1／3日  50  8  100  

案内所）   

サルよ－1■讐台  

4～5年  

コツ舛展￥台  3／年  2 ／過  30  90  2ヰ0  80   毎 ハ■ッテリー  町  楕茶町 （塘緯 娠典舎）  H4  27．900  0  4  ■  4  l  簡易 水洗  10．000    1．000  8′上    無 料  精  利用施設敷地内  単独  木造  憧久  湧水  太 膿  一陽 車道  貯留・ 汲取  処理施設搬出  ハ■キューム カー  審】■   
連古武  
オートキャンプ増  100  町  町  H5  121．†94  0  ロ  ■  2  ■  簡易 水洗  7．881  ←キヤン7◆壌入場者      無 料  無  利用施1受敷地内  同じ棟  本選  恒久  湧水  商 用  一般 車道  合併式 浄化ヰl  処理沌娘搬出  ハ●キューム カー  l／年  随時  250  

センターハウス  

達吉眞  町内会  
町内会館  町  達吉武 町内会  H6  0  0  2  0  汲取  不明  無 料  無  利用施放熱地内  同じ様  木造  恒久    商 用  一般 王道  貯留・ 汲取  処】璽施！受搬出  ハ■キューム 力一  1／6年  ～；／遇  60  

Frtl普   

細岡  ビン■トス◆ラウンシ‘  町  釧路町  H6  147．496  0  2  ■  2  ロ  簡易 水洗  80甲0  ・一入館者  無 料  無  利用経世敷地内  同じ様  木造  値久  湧水  商 用  一般 車道  合併式 浄化槽  処理施設搬出  ハーキューム 力一  1／年  随時  
250  

細岡展望台  道  釧路町  H5  14．000  0  3  ■  3  0  簡易 水藻   無 魁  無  利用施設敷地内  単独  木造  憶久  湧水  簡 月】  一触 】■；■  合併式 …■什靂●  処理施設搬出  ハーキューム h－  1／年  1／3日  100  35  

110．000  ・一入込雛  

細同展里台  運  町  H4  36．000  0  4  2  3  ■  簡易 火漆  韓 魁  無  利用俺設敷地内  単独  木造  憎久  湧水  ・与↑ 用  一般 量遭  合併式 ミ書化】●  処理施設搬出  ハーキューム カー  1／年  1／3日  100  

釧路湿原釈  JR  JR  S63  0  0    0  汲取  無 料  舞  利用施設敷地内  単独  未達  恒久    商 用  極近 一般 暮i■  貯留■ 汲取  処理施設搬出  ハ●キューム カー  

釧l洛市  村田公園  市  市  S56  2．500  0        0  汲取  不明  無 料  ■  利用施設敷地内  単独  鉄筋  恒久  なし  な し  輔送用 東通  貯留・ 汲取  処理施設搬出  ハ■キューム 巴  3／年  ／2 1か月  20  10  

釧路市  
∫塁原展望台  市  観光 協会  S59   l  2  ■  4  ■  簡易 水洗   2／年  随時   

（館内）  887  8／15    無 料  有料 入場 者  利用施設敷地内  同じ様  鉄筋  恒久  沢水  商 用  一般 車道  合併式 浄化槽  処理施設搬出  ハ●キューム カー  年座 ソ｛  40   

13．894  75．124  85  

釧路市  
湿原展望台  市  蚊光 協会  S59  0  3  ロ  3  ■  間男 水洗  無 料  無  利用施披敷地内  旦独  鉄筋  恒久  沢水  商 用  一般 車道  合併式 浄化槽  処王里施設搬出  ハ‘キューム カー  2／年  随時  
（館外）  

史跡北斗遺跡  展示貴官  市教委  市教委  HT  13．260  0  2    2    水洗  2．000  100  無 料  無  自然林   1／年  1 ／日  4  
同じ様  木造  恒久  再利用 水・ ♯声  簡 用  一般 車道  排水 再処理 紘一■  処理施設搬出  ハ▲キューム カー  

195  

釧路湿原  処理稚は搬出  
野生生物  環境省  環境省  H5  339．374  0  5  ロ  4  ■  水洗  †0．000  0  300  8ノ中  0  無 料    利用施言受敷地内  同じ様  鉄筋  恒久  地下水  商 用  一般 王道  合併式 浄化槽   （固形物） 周辺での処分  315  52  

保互lセント  

堤根内  ピソクーセント  環境省  環境省  H4  123．808  0  3  l  3  l  簡易 水洗  38．†14  0  700  8／10   0  無 料  ■  利用施設敷地内  同じ様  木造  悼久  地下水  商 用  一般 車道  貯留・ 汲取  処理施拉搬出  ハ▲キューム わー  2 ／年  毎日  20  1†9  

北斗芸歴①  北斗  霊園  北斗 雲匿  S55  6．100  0  2  l  2  0  汲取  2．000  0  300  0  需 料  墓参 者  利用施設敷地内  単独  鉄筋  恒久  井戸  商 用  一般 車道  汲取  処理施設搬出  ハ▲キューム カー  1／年  1－1／年  

北斗霊匿②  北斗 ：ヒj  北斗 軍歴  S56  2：l．000  0  6  3  3  0  汲取  3．000  0  500  0  精 料  墓♯ 書  利用施設敷地内  同じ棟  鉄骨  憤久  井戸  商 用  一般 手近  汲取  処理施般搬出  ハ‘キューム カー  1／年  1／過  

130  264  

北斗歪匪③  北斗  王領  北斗 霊園  S58  6†3  B  0  0  0  0  汲取  100  0  30  0  無 料  墓参 者  利用施設敷地内  里独  FRP  簡易  井戸  商 用  一般 車道  汲取  処理施設搬出  ハーキューム カー  1′年  ＝ ／年  

北斗重層（彰  北斗  霊園  北斗 霊園  Hl  7g（】  2  0  0  l  0  汲取  100  0  30  0  無 料  墓参 者  利用施設敷地内  里独  FRP  簡易  井戸  商 用  一般 東適  汲取  処理施設搬出  ハ▲キューム カー  1／年  14 ／年  

軒別鴇州  
緑地  市  市  H4  12356  8  ■  ■  2  ■  水洗  不明  無 料  ■  市街地・利用施設敷地内  嵐独  鉄筋  憧久  上水道  諌 用  一般 手近  下水道  下水遺  
（治水  

2 ／娼  5  40  20  

t己念公園）  

新釧路川緑地  市  市  H12  18  5  ←13箇所 の合計    汲取  不明  無 一也  無  市街地・利用施設敷地内  単独  フ■レハ7■・ 職員  仮設  なし  な ロ  一般 王i曾  貯留・ ；及取  処理施設搬出  ハ■キューム ムー    1て／月  ー／1忘2  ロ  200   gO  80 

［㈱閏＝闘］   
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l釧路川保全とカヌー利用の情報マップ（拡大図）①  
カヌーを楽しむためには、安全に関する意識対策が必要です。別冊の「安全に  
カヌーを楽しむために」（安全マニュアル）を参照して下ごい。（作成中）  

ユ‘・▲’・惑・噂持宥   ［ニコ国立公圃区域 ⊂コ特別保護地区  

幕張常 田駐別 田トイレ  
◎某ご召オメ▼ション  

貪毒誌訝  画駐嗣 ㊥設正を計酎 中丸順付ボックス  

カヌー利用の基本事項  

・ライフジャケット（救命胴衣）などを着用しましよう。  

・カヌーの改造、装備、積載の察止。  
・自分の能力以上の行動は慎み、安全上、できるだけ複数のカヌー利用を心がけ  

寮しよう。  

・天候、河川の増水時、強風時に注意しましょう。  

釧路川の特徴と注意事項  

・釧路川は水遍が低く、顆が発生した場合は気温が急激に下がります。  

・上流矧ま、川幅が狭く、倒木があります。  

ヰ流域は、護岸、ブロックなど人工横道物が多くあります。  

・湿原域は、蛇行を繰り返すトルクのある流れの箇所があります。また、突風にも  

注意が必要です。  

乗降時の心がけ  

・定められた発着場所から乗降して下さい。  

・告発書場所の入川里付ボックスで必要事項を記入し、投函して下さい。  

インフォメーションボードに掲示されている危険箇所や流倒木の位置などの記  
載内容を必ず確認して下さい。  

事故発生時の対応  

事故が発生した場合は、必ず警察、消防、釧路川カヌーネットワークなどに連絡し  

て下さい。  

釧路湿原自然再生協議会  

http：／／WWW．kushTro－Wetland．jp／  

カヌーを楽しむためのルール・マナー  

・コミなどの持ち帰り。  

・カヌー利用の前にはトイレを済ませてから利用しましょう。  

∵既設の駐車場を利用しましょう。また、定められたカヌー発濠甥所を利用しまし  

ょう．  

・国立公鹿特別保護地区には立ち入らないように心がけましよう。  

釧路川流域の概要  

・釧路川【よ屈斜路湖出口から河口までの距離96．8km、流域面積2．510km2  

の一級河川です。  

釧路湿原では国指定の特別天然記念物のタ  
ンチョウや、絶滅危惧種のイトウなどが生息  

しています。なお、釧路湿原巨体も国の天然  

芦己烹物で国立公園にも指定されています。  

盾路湖などは、渡鳥の飛来地となっています。  

タンチョウ等水鳥に対する配慮  

・タンチョウを見かけた場合、騒がす、接近しないで、ゆつくりと航行しましよう。ヒ  

ナ連れの場合には、避難できるよう最大限の注意を払いましょう。  

・タンチョウのヒナの生育として雷雲な期間は、5月から8月までの4ケ月間です。  

磯分内開発橋から岩俣木水門までの  
区間の航行に配慮しましょう。  

釧路川には、アオサギ、マガモ、カワァ  

イサ、カウセミ、オシドリなどの水鳥が  

多数生息していますので、同様に配慮  

しましょう。   

ヰ  ガイドライン策定の日的と背景   

釧路湿原の保全と再生の－↑として、一般のカヌー利用者、事業者の方々の意  

見も踏まえガイドラインを作成しました。このガイドラインの目的は、河川を利用し  

たレクリエーション活動のうち、水面を自由に航行するなどの特徴を有するカヌー  

の適正な利用と、釧路川の自然環境への影犠を緩和することとし、特に、タンチョ  

ウをはじめとする水鳥のヒナが飛翔できるようになるまでの期間なとーま、自然環境  

に影響を与えないよう配慮事項を定めています。  

［幽閉回〕   

釧路川の保全と利用の基本理念  釧路川及び釧路湿原の良好な自然環境の保全のため、本ガイドラ  

カヌー利用者に理解■協力が得られるよう、積極的な讐及・啓発活軌  

のコミュニケーションの推進に努めます。   

このため、入川受付ボックスの設濃等に努めます．   

【ワイズユース】  
・動植物の生息・生育環矧こ影響を与  
える行為を慎み、釧路湿原及び釧躇  

川の良好な自然環境を次世代へ継  
承できるように守りながら、自然から  

の恩恵を受け、利用していきます。  

【野生生物生息・生育環境の保全】  
・釧路川は、利用者に豊かさや潤いを  

もたらす自然空間です。釧緒川の自  

然を理解し、愛し、野生生物の生息・  

生育藻場を大切にします。  

いレール・マナーの遵守】  
・釧路ノ川まみんなが自由に利用できる  
公共空間です。迷惑になる駐車など  

河川を独占する行為やコ三の投【プ捨  
てなどを慎み、みんなが快く利用で  

きるように心がけます。  

ほ全に対する配慮】  
・川を利用する場合には思いがけない  
トラブルに見舞われる可能性もあり  
ます。安全に配慮し、個人個人がT  

任を持って行動していきます。  

【病 院】   
釧路労災病瞑   
釧路赤十字病院   
市立別紙合病院   
訓跨市医師会病院   
釧趨脇立椚院   
標茶町立病院   
摩周す生病院   

【関係行政機関】   
＃l絶市（観光鰐興室）   

釧緒町（廉♯経済膜）   

欄茶町（総薦排）   

弟子屈釘（櫻済観光課）  

釦一緒支庁（地域政策削 0154－22－7191  北馬闇ur路土木規＃所  

015411－1131  

01弘23・6111  

0154－22・7171r 環境省井北滞遭地区自然保護事粍所015与32・7500  釧路湿原自然再生協議会運営手持局  

●国土交通省北凋遭開発局   

釧路開発建設部治水課  
【所在地1〒085－8551  

釧路而宰町10丁自3番地  

【T〔い 0154・23・1353  

【FAX】0154－24・683⊆∋  

【爪－ムページアドレス】  

htてロノ／Ⅵ八V仇一kushl「○・Weta「、djp  

【メール】nfo⑳kush「ロ・Weてヨ∩山P  

釧路開発饅腰層（治水鐸）  0154・2も7（）00   

【釧路川カヌーネットワーク】  
●上流部会窓口（釧路川漂流域ネットウーク）   

0154■1一る121  

015も4ト2299  
015心24－6811  

0154＆シ2135  
0154＆2－2241  

015■31・4549  

015購2・2111  
0154＆ゝ2111  
01548－2－2191  

【警察110】   

弟子屈警察■   
封蘭書霹■   

t消防119】   

標茶消防■  
i‖跨消防■奮複支所   

釧路市消駒木那   
弟子屈消防■   
川場消防■  

O1548・a2110  
015心23〃110  

0154＆シ2021  
0154・36－5353  

0154－22・2150  

01548・2－2073  

01548－㌻221（；  

アトレーユ（■8〕）   

ノースイーストカヌーセンター（平塚）  

リバー＆フィールド（中野）   

屈鋼緒ガイドステーションわつか（木名瀬）  

●中下流部会習ロ   

レイクワイドとうろ（土佐）   

カヌープロ（沼田）   

情緒ネイチャーセンター（斎藤）  

015484－2455  
0154＆2・5131  

0154鉦2002  

0154＆2・2484   

01548・7・2172  

0154－91－9838  
0154＆7－3100  

カヌー利用者と自然再生事業に関わる関係者との意見交換や、必  

討を重ねていきながらガイドラインの内容充実を囲っていきます。  

※この杷は、分解しにくい紙賞です。釧路川の環境保全のため、必ずお持■  
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トイレまでの案内

新設が必要
新設が
望ましい

このまま
でよい

新設は
不要

わかりやすい 十分 わかりにくい

釧路川源流 9 18 73 屈斜路コタン公衆便所 18 82

美登里橋 道の駅「摩周温泉」 40 50 10

美留和橋 22 78 開運橋 86 14

摩周大橋 29 71 カヌーポート富士駅 80 20

五十石橋 100 塘路湖EMC 60 40

塘路湖 14 86 元村ハウスぱる 45 55

細岡 17 33 50 塘路野営場 60 40

岩保木水門 13 25 63 JR細岡駅 33 33 33

場所の利便性 規模

発着場から近い 遠くはない 遠い 広い 十分 狭い

屈斜路コタン公衆便所 8 50 42 屈斜路コタン公衆便所 100

道の駅「摩周温泉」 70 30 道の駅「摩周温泉」 11 89

開運橋 75 25 開運橋 56 44

カヌーポート富士駅 80 20 カヌーポート富士駅 67 33

塘路湖EMC 100 塘路湖EMC 11 78 11

元村ハウスぱる 100 元村ハウスぱる 11 67 22

塘路野営場 100 塘路野営場 22 78

JR細岡駅 40 60 JR細岡駅 100

雰囲気 設置について

きれい ふつう 我慢できる 汚（使いたくない） 新設が必要 新設が望ましい このままでよい 新設は不要

屈斜路コタン公衆便所 92 8 屈斜路コタン公衆便所 82 18

道の駅「摩周温泉」 25 63 13 道の駅「摩周温泉」 11 44 44

開運橋 13 38 50 開運橋 88 13

カヌーポート富士駅 13 38 50 カヌーポート富士駅 82 18

塘路湖EMC 56 44 塘路湖EMC 50 50

元村ハウスぱる 44 56 元村ハウスぱる 50 50

塘路野営場 38 63 塘路野営場 60 40

JR細岡駅 44 56 JR細岡駅 80 20

資料４

トイレ現地調査とりまとめ 　(平成18年6月1日）

ト
イ
レ
有
り

ト
イ
レ
有
り

ト
イ
レ
有
り

ト
イ
レ
有
り

集計結果（％）

トイレがない場所の必要性

ト
イ
レ
な
し

ト
イ
レ
有
り



４ 踏査結果
ｶﾇｰﾎﾟｰﾄ屈斜路湖畔駅→

（１）カヌーポート屈斜路湖畔駅周辺
○カヌーポート屈斜路湖畔駅（トイレなし）※踏査当日30名程度のツアー有り

・乗船前にトイレを済ませればよい【釧路市、支庁】
・ポート部分にトイレまでの案内表示が必要【釧路町、標茶町、環境省】
・遠いが車の移動では使える。パンフレットに掲載する【環境省】
・トイレまでの案内はあった方がいいが乗船前に済ませればよいのでトイレは必要なし【環境省】
・業者や慣れた人の利用が主なためトイレの問題はない【支庁】

○屈斜路コタン公衆便所（トイレ） 屈斜路コタン公衆便所→
・看板が小さい。紙がない【釧路市】
・トイレの表示がない。必要【釧路町】
・看板なくｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝへの掲載もないためわかりづらい【開建】
・カヌーポートから徒歩10分程度【支庁】

○美登里橋（トイレなし）
・出発場所から10分で着くため不要【環境省】
・カヤックの練習くらいであまり利用はない 美登里橋→

（２）美留和橋（トイレなし）
・急流のためあまり発着がない【釧路市、支庁】
・初心者には向かないポート【釧路町】
・利用が少ないならトイレは必要ない【標茶町、環境省】
・時間的には必要か？カヌーによる発着は困難 美留和橋→
・乗船が主【支庁】

（３）カヌーポート摩周大橋
○カヌーポート摩周大橋（トイレなし） カヌーポート摩周大橋 ↓

・発着しやすい【釧路市】
・ポートにトイレまでの案内表示が必要【釧路町、環境省】
・コタンから出発するとこの辺りで休憩がほしい【環境省】
・建物の屋根が見えるのである程度はわかる。看板を道路側へ【開建】
・現場はスロープ化しており乗降船のための整備は済んでいる【支庁】

○道の駅「摩周温泉」（トイレ）
・町の集客ゾーン。紙有り【釧路市】
・トイレの位置がわかりにくい【釧路町】
・道の駅のトイレとしても改善が望ましい（女性用狭く不便）【環境省】
・少し狭い【支庁】
・狭いが我慢できない人だけ利用すればよい【支庁】

道の駅「摩周温泉→

（４）カヌーポート富士駅周辺（簡易トイレ）
・パークゴルフ利用者用のトイレがありカヌー客も利用可能である【釧路町】
・それぞれのトイレは離れているが十分我慢できる【環境省】
・宿泊する場合を考えると簡易でなく施設のトイレを使いたい【環境省】
・仮説トイレの他に堤防外にもトイレはある【支庁】 カヌーポート富士駅→
・開運橋の上流に水洗トイレ有り【支庁】



（５）五十石橋（トイレなし）
・冠水するので新設は不要【釧路市】
・利用少ない【釧路町、支庁】
・カヌーを車で運びにくい。ガイドラインでお勧めする必要なし【環境省】
・ほとんど使われていない【支庁】 五十石橋→

（６）カヌーポート塘路キャンプ場
○塘路湖（トイレなし）

・近くに施設がたくさんありどれかは使えるので十分。よく整備されている。【環境省】

○塘路湖EMC（トイレ）
・水洗【釧路市】
・なるべく野営場のトイレを利用するよう指導している【釧路町】

○元村ハウスぱる（トイレ）
・水洗【釧路市】
・なるべく野営場のトイレを利用するよう指導している【釧路町】

○塘路野営場（トイレ）
・水洗【釧路市】 ↑塘路湖EMC横
・ほとんどのカヌー乗りはここからスタートする【釧路町】

（７）細岡駅
○JR細岡駅（トイレ）

・JR観光客用のトイレ。トイレがある旨の表示がない【釧路町】
・乗降が多く釣り人も多い。トイレは小さく使い勝手が悪いので新設が望ましい
・カヌーポートからわかりづらい【開建】
・釧路町の施設【支庁】
・ビジターセンター駐車場トイレを利用すればよい【支庁】

↑カヌーポート細岡駅
○カヌーポート細岡駅

・ポートにトイレまでの案内表示が必要【釧路町、標茶町、環境省】
※踏査当日かなり水位が高い

（８）カヌーポート岩保木水門（トイレなし）
・カヌー利用は少ない【釧路町】
・ここまでカヌーで来る人はあまりいないのでトイレは不要【環境省】
・利用者少ない【支庁】

↑カヌーポート岩保木水門
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町
で
は
近
年
、
阿
寒
の
 
 

大
自
然
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
 
 

が
、
カ
ヌ
1
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
 
 

グ
、
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
 
 

と
い
っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
 
 

し
む
た
め
に
多
く
訪
れ
て
い
 
 

る
。
ま
た
、
そ
こ
に
目
を
付
 
 

け
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
業
 
 
 

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
営
巣
地
を
 
 

守
る
た
め
の
規
制
区
間
の
 
 
 

略
図
 
 
 

者
も
参
入
し
今
後
も
増
加
が
 
 

予
想
さ
れ
卑
 
 
 

こ
れ
に
加
え
タ
ン
チ
ョ
ウ
 
 

の
数
も
増
え
営
巣
地
も
釧
路
 
 

湿
原
の
周
辺
か
ら
両
川
に
ま
 
 

で
生
息
地
を
拡
大
し
て
い
る
 
 

た
め
に
、
人
間
と
遭
遇
す
る
 
 

こ
と
が
出
て
き
た
。
タ
ン
チ
 
 

ョ
ウ
は
非
常
に
敏
感
で
人
が
 
 

…
を
下
っ
て
い
る
時
に
は
エ
 
 

サ
は
取
れ
ず
、
し
か
も
人
を
 
 

醤
戒
し
て
い
る
時
、
キ
ツ
ネ
 
 

に
ヒ
ナ
が
襲
わ
れ
る
と
い
っ
 
 

た
危
険
が
あ
る
。
 
 
 

阿寒国際ツルセン  

タ「の研究員作成   

今
回
の
指
針
の
作
成
は
こ
 
 

の
よ
う
な
背
景
か
ら
「
タ
ン
 
 

チ
ョ
ウ
に
被
害
が
出
る
前
に
 
 

規
則
を
つ
く
る
べ
き
」
と
阿
 
 

寒
国
際
ツ
ル
セ
ン
タ
ー
の
研
 
 

究
員
ら
が
作
成
し
た
も
の
凸
 
 
 

規
制
は
阿
寒
本
町
よ
り
上
 
 

流
の
両
河
川
を
そ
れ
ぞ
れ
3
 
 

区
間
に
分
け
、
利
用
期
間
、
利
 
 

用
時
間
を
設
定
し
て
い
る
。
 
 

同
町
で
は
「
特
別
天
然
記
念
 
 

物
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
共
存
す
 

る
た
め
に
協
力
し
て
欲
し
 
 

い
」
と
話
し
て
い
る
。
こ
の
 
 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
問
い
合
わ
 
 

せ
は
同
セ
ン
タ
ー
0
1
5
．
4
 
 

6
6
－
4
0
1
1
ま
で
。
 
 

－
 
 



旨矧拍  

5 南アルプス・カントリーコード  

（環境省南関東地区自然保護事務所 平成12年4月）   

南アルプス・カントリーコード  

～ 登山者の皆様へ7つのお願い ～   

常に快適で安全な登山を心がけていただくともに、わが国屈指の山岳国立公園であ  

る南アルプスの大自然を大切に守り、後世に引き継ぐために、次のことについてご協  

力をお願いします。   

1 この地域の高山植物や動物は、数回の氷河期を経て、今もなお山岳の厳しい環  

境に耐えています。これらの動植物がいつまでも見られるよう、一人一人がや  

さしい気持ちで自然に接し、採ったり、傷つけたりしないようにしましょう。   

2 登山道以外の場所には貴重な高山植物や多くの野生動物たちが生息していま  

す。登山道を外れての歩行や写真撮影は、行わないようにしましょう。   

3 犬などのペットを持ち込むことは、ライチョウやオコジョなどの小動物に脅威  

を与えたり、野生動物の間に伝染病を持ち込む恐れもあります。ペットは持ち  

込まないようにしましょう。   

4 先の尖ったストックは危険であるばかりか、他の利用者に迷惑を及ぼしたり、  

植物や歩道を傷める場合があります。使う場所を考える、ゴムキャップの使用  

など、心がけましょう。   

5 自分で持ち込んだゴミはすべて持ち帰りましょう。   

6 登頂記念は写真におさめ、記念看板の設置や岩などへの落書きはしないように  

しましょう。   

7 山小屋、避難小屋などの施設は遭難救助の基地ともなる大切なところです。み  

んなできれいに大切に使いましょう。  

平成12年4月1日  

環境庁南関東地区自然保護事務所   



釧路川におけるトイレのあり方検討会構成機関名簿  

機関   住所   

釧路市 環境部環境政策課（自然保護担当）   085－8505 釧路市黒金町7丁目5番地   

釧路町 生活環境課（環境対策係）   088－0692 釧路郡釧路町別保1丁目1番地   

標茶町 商工観光課（観光振興係）   088－2312 川上郡標茶町川上4丁目2番地   

弟子屈町 環境対策課（環境係）   088－3292 川上郡弟子屈町中央2丁目3番1号   

環境省 北海道地方環境事務所釧路自然環境事務所  085－8639 釧路市幸町10－3 釧路地方合同庁舎4階   

国土交通省 北海道開発局釧路開発建設部治水課   085－8551 釧路市幸町10丁目3番地   

財団法人北海道河川防災研究センター企画部   060－0807 札幌市北区北7条西4丁目5－1伊藤110ビル   

北海道 釧路支庁地域振興部環境生活課   085－8588 斜Il路市浦見2丁目2番54号   

rぺこ、十エ   
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